
エイジフレンドリーシティ行動計画の概要 

 

１ エイジフレンドリーシティとは 

WHO が主導して 2010 年に立ち上げられた、高齢者に優しい都市づくりに取り

組む自治体等の国際的なネットワークです。 

英語では Global Network for Age-friendly Cities and Communities（GNAFCC）

と言います。 

 

２ エイジフレンドリーシティネットワークへの参加 

  鎌倉市は、神奈川県の呼びかけにより、平成 29年に「エイジフレンドリー

シティ」への参加を承認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

WHOからの             県内の参加状況 

アフィリエイト認定証       （22市町 R6.12月時点） 

 

３ 行動計画について 

  高齢者に優しいまちへの取組は、WHOの提唱する８つの領域に基づき、行動

計画を策定し、実施・評価・改善という継続的な取組を行うこととされていま

す。 

 

① 屋外スペースと建物 

② 交通機関 

③ 住居 

④ 社会参加 

⑤ 尊厳と社会の構成員としての取込み 

⑥ 市民参加と雇用 

⑦ コミュニケーションと情報 

⑧ 地域社会の支援と保健サービス 
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